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尼崎市立塚口中学校 平 成 23 年 ５ 月 11 日

東 日 本 震 災 復 興
チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト

県立尼崎北高等学校、県立尼崎稲園高等学校、塚口小学校、尼崎北小学校のご協力
を得て「尼崎」から「あたたかい心」を届けよう！を合い言葉に、東日本震災復興チ
ャリティーコンサートを実施しました。

各校の吹奏楽部が、３０分ずつ演奏し、最後は、３校合同による演奏「上を向いて
歩こう」でしめくくりました。

各校の入れ替えの時間を利用して、生徒会が、このコンサートを実施するにいたっ
た経緯や自分たちの被災地や被災された方々への思いを伝え、義援金の協力をお願い
しました。

皆様のご理解ご協力により、２６４，６３０円の義援金をいただきました。この義
援金は尼崎市を通じて被災地域へ届けていただく予定です。

当日は、天候にも恵まれ、地域の方、買い物帰りの方等、たくさんの方に、会場に
お越し頂き、そして、たくさんのあたたかい心をいただきました。

参加各校の吹奏楽部、生徒会、ＰＴＡの皆さん、お世話になりました。また、当日
は、お母さんたちと一緒に小学生も大きな声で義援金を呼びかけてくれました。

ご協力ありがとうございました。これからも、機会があれば、小・中・高、そして
地域、ＰＴＡと連携して、いろんなことに取り組んでいきたいと思っています。

今後ともよろしくお願いします。

当日、部活動の練習が終わってから会場に駆けつけてくれたり、活動のスタートと
ともに、義援金の協力をしてくれた先生や生徒がたくさんいました。それぞれができ
るところで協力をしてくれました。

また、義援金箱は、塚口中学校の美術部員が作ってくれました。こんな縁の下の力
が、すごく大きな力となったのだと思います。ありがとうございました。

事前打ち合わせ お願いしま～す！ 小学生 生徒会の呼びかけ

塚口中学校の演奏 お願いしま～す！ 中学生

写真等をホームページにも掲載しています。

http//www.ama-net.ed.jp/school/j15/index.htm
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神戸新聞→

←毎日新聞

当 日 の 様 子 が 新 聞 に も 掲 載 さ れ ま し た

１年生が、宿泊学習に出発しました。天候が心配ですが元気
に活動し、事故なく無事帰ってきてほしいと思います。

この１泊２日の宿泊学習は、学年づくりや学級づくりの基礎と
なるものです。‘自然とのふれあい’‘友だちとのふれあい’‘先
生とのふれあい’を大切にするととに、笑顔でさわやかなあいさ
つをハチ高原に響かせてくれることを願っています。

５月11日～12日 ハチ高原
１８～２０日まで、３先生が修学旅行（高知県）に行きます。

ハチ高原に出発！ 宿泊学習 －１年生－ 11日～12日

荷物確認をする１年生
（事前指導より）

今日のチャリティーコンサートは、塚口中学校吹奏楽部から始まりました。そして、「被災地を支援したい」という思い
でたくさんの人達が協力してくれました。尼崎北高校、尼崎稲園高校の吹奏楽部の皆さん、PTAの皆さん、そして、ここ
にいる全ての皆さんに感謝の言葉を申し上げます。私達生徒会執行部は、「自分達にできることがしたい」とそう思って
この募金活動という取り組みを全力でやろうと思いました◆２ヶ月たった今でも、たくさんの人が不自由な生活を送って
います。その様子はテレビや数々のメディアで取りあげられ、皆さんもよく知っていると思います。その中で、壊滅的な
被害を受けた岩手県陸前高田市の一本松の話をご存知でしょうか。「高田松原」は、今から約３５０年前に防潮林とし
て、数万本の松が弓なりに砂浜に植えられました。１９２７年には、日本百景にも選ばれ、日本三大松原としても有名
です。今まで、幾度も津波を乗り越え町への被害を最少限に食い止めてきましたが、今回ばかりは根こそぎなぎ倒さ
れてしまいました。しかし、たった１本、津波に耐え抜いた松の木があります。その松の木は、今も空に向かってまっす
ぐに立っています◆陸前高田市は、この１本の松の木を「町を復興に導く象徴」に掲げ、復興を目指す市民の支えに
なるようにと、松のイラストと市章を組み合わせたシンボルマークを作りました。この松の木は、たくさんの人達に希望
を与え続けているのです。また、倒れていった松も薪などに加工され、町の復興資金にあてられるそうです◆陸前高
田市は松の木を中心に復興への取り組みを始めています。私達は、この松の木のように、直接、被災地の人達を勇
気づけることはできませんが、このような活動を行い、遠くから応援することはできます。決して、無駄なことではあり
ません。 ・・・中略・・・◆今もなお、被災地に痛々しい傷跡が残っています。それでも、被災地の人達は震災前の町を
取り戻すため、前を向いて復興への取り組みを始めています。一刻も早く、立ち直ることを願って尼崎から東北へエー
ルを送りましょう！ この募金活動にご協力をお願いします。

【塚口中 生徒会長 吉田 あすか さんのメッセージより】


